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建
築
基
準
法
　
第
八
十
七
条
の
二

第
三
項
及
び
第
六
十
八
の
三
第
七
項
の
規
定
並
び
に
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十

条
ま
で
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
四
項
、
第
六
十
条
の
三
第
三
項
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
。（
よ
）（
お
）（
ま
）（
み
）（
ト
）（
ナ
）（
ウ
）（
ヰ
）（
オ
）（
ケ
）（
サ
）（
ろ
）（
ぬ
）（
る
）（
か
）（
そ
）

３
　
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
三

ま
で
、
第
三
十
六
条
中
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
に
関
す
る
部
分
、
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
規
定

又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
二
十
七
条
等
の
規
定
」
と
い
う
。）
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
の
用

途
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。（
よ
）（
お
）（
ま
）（
み
）（
ト
）（
ヨ
）

（
ナ
）（
オ
）（
ケ
）（
サ
）（
る
）（
か
）（
よ
）

一
　
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
を
す
る
場
合

二
　
当
該
用
途
の
変
更
が
政
令
で
指
定
す
る
類
似
の
用
途
相
互
間
に
お
け
る
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
建
築
物
の
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
を
し
な
い
場
合
又
は

そ
の
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
が
大
規
模
で
な
い
場
合

三
　
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
に
関
し
て
は
、
用
途
の
変
更
が
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
で
あ
る
場
合
（
ト
）（
る
）

４
　
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
第
二
十
七
条
又
は
第
三
十
五
条
（
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
及
び
第
八
十
六
条
の
七
第
三
項
（
第

二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
（
廊
下
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
十
五
条
の
二
、

第
三
十
五
条
の
三
又
は
第
三
十
六
条
（
居
室
の
採
光
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
は
、
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
（
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
及

び
廊
下
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
又
は
第
三
十
五
条
の
二
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
の
用
途
を
変
更

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
増
築
等
」
と
あ
る
の
は
「
用
途
の
変
更
」
と
、「
第
三
条

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
七
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。（
ヤ
）（
う
）（
ゐ
）

（
既
存
の
一
の
建
築
物
に
つ
い
て
二
以
上
の
工
事
に
分
け
て
用
途
の
変
更
に
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
の
制
限
の
緩
和
（
よ
）

第
八
十
七
条
の
二

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
一
の
建
築
物
に
つ
い
て
二
以
上
の
工
事
に
分
け
て
用
途
の
変
更

に
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
（
第
八
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
特
定
行
政
庁
が
当
該
二
以
上
の
工
事
の
全

⬇
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体
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
た
と
き
に
お
け
る
第
三
条
第
二
項
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
二
項
中
「
建
築
、

修
繕
若
し
く
は
模
様
替
の
工
事
中
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
全
体
計
画
に
係
る
二
以
上
の
工
事
の
工
事
中
若
し
く
は
こ
れ

ら
の
工
事
の
間
の
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
全
体
計
画
に
係
る
二
以
上
の
工

事
の
う
ち
最
後
の
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
す
る
。（
よ
）

一
　
一
の
建
築
物
の
用
途
の
変
更
に
伴
う
工
事
を
二
以
上
の
工
事
に
分
け
て
行
う
こ
と
が
当
該
建
築
物
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。（
よ
）

二
　
全
体
計
画
に
係
る
全
て
の
工
事
の
完
了
後
に
お
い
て
、
当
該
全
体
計
画
に
係
る
建
築
物
及
び
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
令
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と

と
な
る
こ
と
。（
よ
）

三
　
全
体
計
画
に
係
る
い
ず
れ
の
工
事
の
完
了
後
に
お
い
て
も
、
当
該
全
体
計
画
に
係
る
建
築
物
及
び
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て
、
交
通
上
の
支
障
、
安
全
上
、

防
火
上
及
び
避
難
上
の
危
険
性
並
び
に
衛
生
上
及
び
市
街
地
の
環
境
の
保
全
上
の
有
害
性
が
増
大
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
よ
）

２
　
第
八
十
六
条
の
八
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。（
よ
）

（
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
一
時
的
に
他
の
用
途
の
建
築
物
と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
制
限
の
緩
和
）（
よ
）

第
八
十
七
条
の
三

非
常
災
害
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
非
常
災
害
区
域
等
内
に
あ
る
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
災
害
救
助
用
建
築
物
（
住
宅
、
病
院
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
日
本
赤
十
字
社
が
災
害
救
助
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
第
一

項
第
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）
と
し
て
使
用
す
る
と
き
（
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
用
途
の
変
更
に
着
手
す
る
と
き
に
限
る
。）
に
お
け

る
当
該
災
害
救
助
用
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
令
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
区
域
等
の
う
ち
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。（
よ
）（
な
）

２
　
災
害
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
公
益
的
建
築
物
（
学
校
、
集
会
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
用
途
に
供
す
る

建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
第
一
項
第
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）
と
し
て
使
用
す
る
と
き
に
お
け
る
当
該
公
益
的
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
第

十
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
二
十

一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
三
章
並
び
に
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。（
よ
）（
な
）

３
　
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
第
一
項
の
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
前
項
の
公
益
的
建
築
物
と
し
た
者
は
、
そ
の
用
途
の
変
更
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
当
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四
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第
八
章
　
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
等

せ
な
い
も
の
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。〈
と
〉

（
防
火
壁
及
び
防
火
床
関
係
）（
み
）

第
百
三
十
七
条
の
三

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令

で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。（
り
）（
を
）（
ヰ
）（
ほ
）

一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

イ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

ロ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
も
の
に
従
い
、
防
火
上
有
効
な
構
造
の
防
火
壁
又
は
防
火
床
に
よ
つ
て
有
効
に
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

二
　
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

（
耐
火
建
築
物
等
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
建
築
物
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
四

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
特
殊
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の

政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
（
劇
場
の
客
席
、
病
院
の
病
室
、
学
校
の
教
室
そ
の
他
の
当
該
特
殊
建
築
物
の

主
た
る
用
途
に
供
す
る
部
分
に
係
る
増
築
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
）
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。（
を
）（
ヰ
）（
ほ
）〈
と
〉

一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

イ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

ロ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。〈
と
〉

二
　
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

（
増
築
等
を
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
物
質
の
飛
散
又
は
発
散
に
対
す
る
衛
生
上
の
措
置
に
関
す
る
基
準
）（
ち
）

（
石
綿
関
係
）（
ち
）

第
百
三
十
七
条
の
四
の
二

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の
二
（
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定

の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

四
六
四

建
築
基
準
法
施
行
令
　
第
百
三
十
七
条
の
三

当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。（
ち
）〈
と
〉

一
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
ち
）〈
と
〉

二
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
ち
）〈
と
〉

三
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
が
、
建
築
材
料
か
ら
石
綿
を
飛
散
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
石
綿
が
添
加
さ
れ
た
建
築
材
料
を
被
覆

し
又
は
添
加
さ
れ
た
石
綿
を
建
築
材
料
に
固
着
す
る
措
置
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
ち
）〈
と
〉

（
長
屋
又
は
共
同
住
宅
の
各
戸
の
界
壁
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
五
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
長
屋
又
は
共
同
住
宅
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
に
つ
い
て
は
増
築
後
の
延
べ
面
積
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
一
・
五
倍
を
超
え
な
い
こ
と
と
し
、
改
築
に

つ
い
て
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
。（
の
）（
ヰ
）（
ほ
）

（
非
常
用
の
昇
降
機
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
六
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
に
つ
い

て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。（
の
）（
ヰ
）（
ほ
）

一
　
増
築
に
係
る
部
分
の
建
築
物
の
高
さ
が
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
増
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二

分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。（
ヰ
）

二
　
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
五
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
改
築
に
係
る
部
分
の
建
築
物
の
高
さ
が
基
準
時
に

お
け
る
当
該
部
分
の
高
さ
を
超
え
な
い
こ
と
。（
ヰ
）

（
用
途
地
域
等
関
係
）

（
階
段
等
関
係
）〈
と
〉

第
百
三
十
七
条
の
六
の
二

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
階
段
、出
入
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
及
び
排
煙
設
備
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、第
五

章
第
二
節
（
第
百
十
九
条
を
除
く
。）
及
び
第
三
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
と
す
る
。〈
と
〉

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
（
居
室
の
部
分
に
係
る
増
築
に
あ
つ
て
は
、
第

一
号
）
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。〈
と
〉

⬇
平
一
八

国
交
告
一
一
七
三

告
・
九
一
六
頁
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四
六
七

第
八
章
　
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
等

四
六
六

建
築
基
準
法
施
行
令
　
第
百
三
十
七
条
の
六
の
三

一
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

イ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
及
び
そ
の
他
の
部
分
が
、
増
築
又
は
改
築
後
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
百
十
七
条
第
二
項
各
号（
法
第
三
十
五
条（
第
五
章

第
三
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
増
築
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第

百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
各
号
）
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

ロ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

二
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、か
つ
、当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築

又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
避
難
の
安
全
上
支
障
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

（
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
関
係
）〈
と
〉

第
百
三
十
七
条
の
六
の
三

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、第
五
章
第
六

節
（
第
百
二
十
八
条
の
三
を
除
く
。）
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
と
す
る
。〈
と
〉

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、増
築（
居
室
の
部
分
に
係
る
も
の
を
除
く
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又

は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
避
難
及
び
消
火
の
安
全
上
支
障
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。〈
と
〉

（
防
火
壁
及
び
防
火
区
画
関
係
）〈
と
〉

第
百
三
十
七
条
の
六
の
四

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
壁
及
び
防
火
区
画
の
設
置
及
び
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、第
百
十
二
条
及

び
第
百
十
四
条
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
（
第
百
十
二
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
竪た
て

穴
部
分
の
技
術
的
基
準
の
う
ち
、
当
該
竪た
て

穴
部
分
が

第
百
二
十
条
又
は
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
直
通
階
段
に
該
当
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の（
次
項
第
二
号
に
お
い
て「
特
定
竪た
て

穴
基
準
」と

い
う
。）
を
除
く
。）
と
す
る
。〈
と
〉

２
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
六
条（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

要
件
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。〈
と
〉

一
　
次
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
　
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

イ
　
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

⑴
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

⑵
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も

の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

ロ
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

二
　
第
百
十
二
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
竪
（
た
て
）
穴
部
分
の
技
術
的
基
準
（
特
定
竪
穴
基
準
を
除
く
。）
に
適
合
し
な
い
建
築
物
　
前

号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

第
百
三
十
七
条
の
七
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。（
を
）（
む
）（
の
）（
リ
）（
ヰ
）（
ほ
）

（
ぬ
）（
き
）

一
　
増
築
又
は
改
築
が
基
準
時
に
お
け
る
敷
地
内
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
延
べ
面
積
及
び
建
築
面
積
が
基
準
時
に
お
け

る
敷
地
面
積
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
法
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
法
第
五
十
三
条
の
規
定
並
び
に
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
条
例
の
第
百
三
十
六
条
の
二
の
五
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
制
限
を
定
め
た
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。（
を
）（
む
）（
の
）（
て
）（
め
）（
イ
）

（
ワ
）（
ネ
）（
マ
）（
ユ
）（
ヒ
）（
ほ
）

二
　
増
築
後
の
床
面
積
の
合
計
は
、
基
準
時
に
お
け
る
床
面
積
の
合
計
の
一
・
二
倍
を
超
え
な
い
こ
と
。（
を
）（
の
）（
め
）

三
　
増
築
後
の
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
に
適
合
し
な
い
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
は
、
基
準
時
に
お
け
る

そ
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
一
・
二
倍
を
超
え
な
い
こ
と
。（
を
）（
む
）（
の
）（
め
）（
リ
）（
ぬ
）（
き
）

四
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
に
適
合
し
な
い
事
由
が
原
動
機
の
出
力
、
機
械
の
台
数
又
は
容
器
等
の
容
量
に
よ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
増
築
後
の
そ
れ
ら
の
出
力
、
台
数
又
は
容
量
の
合
計
は
、
基
準
時
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
出
力
、
台
数
又
は
容
量
の
合
計
の
一
・
二
倍
を
超
え
な
い
こ
と
。

（
を
）（
の
）（
め
）（
リ
）（
ぬ
）（
き
）

五
　
用
途
の
変
更
（
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
範
囲
内
の
も
の
を
除
く
。）
を
伴
わ
な
い
こ
と
。（
ほ
）（
く
）
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築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
に
係
る
場
合
の
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
同
条
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。（
う
）（
の
）（
ふ
）（
ヰ
）（
テ
）（
サ
）（
ほ
）（
あ
）

（
き
）

一
　
増
築
後
の
建
築
面
積
及
び
延
べ
面
積
が
基
準
時
に
お
け
る
建
築
面
積
及
び
延
べ
面
積
の
一
・
五
倍
を
超
え
な
い
こ
と
。

二
　
増
築
後
の
建
築
面
積
が
高
度
利
用
地
区
、
都
市
再
生
特
別
地
区
又
は
特
定
用
途
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
面
積
の
最
低

限
度
の
三
分
の
二
を
超
え
な
い
こ
と
。（
サ
）（
あ
）

三
　
増
築
後
の
容
積
率
が
高
度
利
用
地
区
、
都
市
再
生
特
別
地
区
又
は
特
定
用
途
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
容
積
率
の
最
低
限
度

の
三
分
の
二
を
超
え
な
い
こ
と
。（
テ
）（
サ
）（
あ
）

四
　
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

（
防
火
地
域
関
係
）（
ヒ
）〈
と
〉

第
百
三
十
七
条
の
十
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
一
条
（
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建

築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。（
を
）（
そ
）（
う
）（
リ
）（
ヰ
）（
マ
）（
ヒ
）（
ほ
）（
く
）（
み
）〈
と
〉

一
　
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
基
準
時
に
お
け
る
当
該
建

築
物
の
延
べ
面
積
の
合
計
を
超
え
な
い
こ
と
。（
を
）（
そ
）（
リ
）

イ
　
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

⑴
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

⑵
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
第
百
三
十
六
条
の
二
各
号
に
定
め
る
基
準
（
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
相
当
す
る

建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又

は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

ロ
　
次
の
⑴
か
ら
⑸
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
と
〉

⑴
　
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に

二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
基
準
時

四
六
九

第
八
章
　
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
等

（
容
積
率
関
係
）（
の
）（
テ
）

第
百
三
十
七
条
の
八
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
法
第
六
十
条
第
一
項
（
建
築
物
の
高
さ
に
係

る
部
分
を
除
く
。）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ

い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。（
そ
）（
む
）（
の
）（
て
）（
イ
）（
ワ
）（
ネ
）（
ヰ
）（
ユ
）（
ほ
）

一
　
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
増
築
又
は
改
築
後
に
お
い
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
付
随
し
て
設
け
ら
れ
る

共
同
住
宅
又
は
老
人
ホ
ー
ム
等
（
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
老
人
ホ
ー
ム
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
共
用
の
廊
下
又
は
階
段
の
用
に

供
す
る
部
分
を
含
む
。）、
同
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
、
自
動
車
車
庫
等
部
分
、
備
蓄
倉
庫
部
分
、
蓄
電
池
設
置
部
分
、
自
家
発
電
設
備
設

置
部
分
、
貯
水
槽
設
置
部
分
又
は
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
と
な
る
こ
と
。（
そ
）（
イ
）（
な
）（
う
）（
め
）〈
ろ
〉

二
　
増
築
前
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
部
分
、
共
同
住
宅
又
は
老
人
ホ
ー
ム
等
の
共
用
の
廊
下
又
は
階
段
の
用
に
供
す
る
部
分
、
法
第
五
十
二
条

第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
、
自
動
車
車
庫
等
部
分
、
備
蓄
倉
庫
部
分
、
蓄
電
池
設
置
部
分
、
自
家
発
電
設
備
設
置
部
分
、
貯
水
槽
設
置
部
分
及

び
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
そ
）（
ワ
）

（
な
）（
う
）（
め
）〈
ろ
〉

三
　
増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
自
動
車
車
庫
等
部
分
の
床
面
積
の
合
計
、
備
蓄
倉
庫
部
分
の
床
面
積
の
合
計
、
蓄
電
池
設
置
部
分
の
床
面
積
の
合
計
、
自
家

発
電
設
備
設
置
部
分
の
床
面
積
の
合
計
、
貯
水
槽
設
置
部
分
の
床
面
積
の
合
計
又
は
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
の
床
面
積
の
合
計
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
対

象
部
分
の
床
面
積
の
合
計
」
と
い
う
。）
が
、
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の

床
面
積
の
合
計
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
面
積
（
改
築
の
場
合
に
お
い
て
、
基
準
時
に
お
け
る
対
象
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
同
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
基
準
時
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
面
積
を
超
え
て
い
る
と

き
は
、
基
準
時
に
お
け
る
対
象
部
分
の
床
面
積
の
合
計
）
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
そ
）（
ワ
）（
な
）（
め
）

（
高
度
利
用
地
区
等
関
係
）（
サ
）（
あ
）

第
百
三
十
七
条
の
九
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
十
九
条
第
一
項
（
建
築
物
の
建
蔽
率
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
（
建

築
物
の
建
蔽
率
及
び
高
さ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
又
は
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
そ
の
適
合
し
な
い
部
分
が
、
当
該
建
築
物
の
容
積
率
の
最
低
限
度
又
は
建
築
面
積
に
係
る
場
合
の
増
築
及
び
改
築
に
つ

い
て
は
次
の
各
号
に
、
当
該
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
及
び
建
築
面
積
に
係
る
場
合
の
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
次
の
各
号
及
び
前
条
各
号
に
、
当
該
建
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